





















































































論  文  要  旨 
 
論文題目 女神運動から紡ぎだされるつながり－イギリス南西部グラストンベリーにおける 
     オルタナティヴ・スピリチュアリティの文化人類学的研究－ 
 
申 請 者 河西瑛里子 
 













































定訳 英語 民俗用語 
としての邦訳 
定訳 
ceremony 祝祭／儀式（*）  spirit スピリット 霊 
magic 魔術 呪術 spirituality スピリチュアリティ 霊性など 
Priestess プリーステス 
（男女ともに） 













・ インフォーマントの言葉の後の［ ］内の年月日は、聞き取りをした日を示す。 
・ 年齢は聞き取りをした時点のものである。プライバシーに配慮し、正確な年齢ではなく、年
代を記している。 












た 2005 年秋から 2008 年夏頃までは 1 ポンドあたり 210～230 円だったが、2008 年秋以降は 120


































第 1 部 オルタナティヴ・スピリチュアリティの発祥と発展 
 






6、 オルタナティヴ・スピリチュアリティの「聖地｣ ・・・・・・・・・・・61 
 








第 2 部 グラストンベリー女神運動にみられるつながり 
 


















第 3 部 フィールドにおける自己と他者の立ち位置 
 




















































彼女は、澄み切った青い空の中の雲だ  私の足下の大地だ  




















































































（［ウィルソン 1979(1976)；Bruce 2002］参照）。 
世俗化論はイギリスに限らず、欧米諸国を中心にもてはやされたが、中でもイギリスの







教会やカトリックを合わせた、教会所属者の割合は 1970 年でも 20.7%にすぎなかったが、
1987 年には 15.0%まで落ち込んでいた（［Davie 1994：38］参照）。また 1950 年代初めでも、
人口の 45%は、洗礼、結婚式、葬式以外のときには教会に行っておらず、定期的に通って
いたのは女性が 11%、男性が 7%にすぎなかった［スノードン＆大竹 1997：87］。  
 しかし、1990 年代以降、イギリスの宗教の状況を世俗化とみる見方への反論もなされて
きた。教会への出席率などから示される傾向は、制度的な宗教への信頼が低下しているだ
けで、個々人の宗教心は失われていないという捉え方である（［Davie 1994；Gill, Hadaway 






































「ニューエイジ」4と呼ばれる現象の起源は 18 世紀以前の秘教思想5や 19 世紀後半の心
霊主義6に遡るといわれるが、その直接の源は、1960 年代後半に全盛期を迎えた対抗文化
運動7だとされる。その中でも人間に内在する「スピリチュアルなもの」を重視し、「意識























メーソンなどの思想と行法［吉永 2002：174］。  
6
 霊媒を介して死者の霊と交信すること。  
7































                                                   
8
 Bowman［1995］と Bowman［2000］など。また Heelas も 2000 年に出版された著書の中で、
「ニューエイジ」ではなく、「表現的スピリチュアリティ」を使用することにしたと述べてい
















































































































1-3 先行研究の問題点と本稿の視座  
両議論の功績の 1 つは、オルタナティヴ・スピリチュアリティを、現代の宗教現象の 1
つとして捉えたことである。堅固な組織と制度をもつ宗教のみを宗教と定義する中では、
世俗化の象徴とされ、単なる娯楽として軽視されてきたオルタナティヴ・スピリチュアリ

















































の理由は 2 つあると思われる。1 つには、主流社会の人間関係の薄さとそれを回復するこ
との必要性や伝統宗教の硬直性を訴えることが、一般的に賛同も得られやすく、現代の欧





















やかでも、ある程度、組織化された女神運動も生まれてきている 11。  
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1-4 つながりと共同性  










た13。Carsten の功績の 1 つは、人間関係を日常のやりとりの中から生まれるプロセスとし

















こと、を意味する。ファガーソン［1981(1980)］や York［1995］は、この SPIN 論を応用し、
ある社会運動の内部が SPIN の構造をとるだけでなく、いくつもの社会運動から構成されるオ
ルタナティヴ・スピリチュアリティと呼ばれる現象それ自体も、SPIN 構造をもつ社会運動ど





































































2-1 民族誌をめぐる力関係  
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Prince らによる The New Age in Glastonbury［2000］は、本章 1-2 でも触れたように、グ
ラストンベリーのオルタナティヴ・コミュニティを対象として、ニューエイジ運動につい
て分析した研究で、現地調査は 1989 年 10 月から 1990 年 12 月に行われている。本書は共
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る。つまり Prince 同様、被調査者たちの一員に成りきってしまうことができた。  
                                                   














































































本稿のもとになった調査は、2005 年 10 月～12 月、2006 年 4 月～10 月、2008 年 6 月～7
月、2008 年 7 月～8 月、2009 年 1 月～2011 年 2 月、2011 年 9 月～10 月の合計 3 年間にわ


















































関わった人の総数は約 1000 人、そのうち比較的まとまった形で話を伺った人は 151 人（女
性 98 人、男性 53 人）である。  
女神運動の調査としては、女神運動関係の催し物、実践者たちのプライベートな集まり









1）については、あるスーフィズムの集まりに月に 2～3 回、その他のスーフィズムの 2
グループの集まりに合計 1～数回参加し、実践者にインタビューをした。その他に、仏教

























だった。この「おごる」という行為については、第 7 章第 2 節で考察している。  
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 1992 年に創刊された、グラストンベリーにおけるオルタナティヴ・スピリチュアリティ関






















4 つ目は、調査地に居続けることの不都合である。独身女性の 1 人暮らし自体は珍しく


































神運動の概要を示し、全体の流れの中に位置づける第 1 部（第 2 章、第 3 章）、グラスト
ンベリー女神運動をミクロな視点からみていく第 2 部（第 4 章、第 5 章、第 6 章）、調査










































最後の第 8 章では、第 2 章から第 6 章までの話の流れをまとめ、そこから共同性のあり
方の特徴と、現代のイギリスのオルタナティヴ・スピリチュアリティに携わることの意義











































1 日から始まった。  

















ータが公表されていない。そのため、2001 年のデータを用いている。  
 
1-1 南西部地方、サマーセット州の特色  
グラストンベリーはイングランド南西部地方サマーセット州メンディップ郡の中にある
町である（図 2-1）。  
イギリスは 4 つの国からなるが、グレート・ブリテン島の南部に位置するイングランド
は、その中心的な国で、ロンドンと 8 つの地方に分けられる（図 2-2）。  
南西部地方とは、イングランド南西部の 8 州と 7 つの大都市圏、シリー諸島を指す（図
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州内は 5 つの行政郡に分かれる。その北東に位置するメンディップ郡には、90 近くの小
規模な村がぽつぽつと点在し、人口 1 万人程度の比較的大きな市町村は 5 つしかない23。
その 1 つが、本稿の舞台となるグラストンベリーである（図 2-4）。  
 






町の人口 8784 人24で、そのうち女性 4594 人（52.3%）、男性 4190 人（47.7%）である［Census 
2001］。白人の割合は 98.5%と住人の大半を占めている25。17 歳以下の人口率は 25.2%、60














はグラストンベリーを含む 3 つが町、村と市が 1 つずつである。  
24
 ただし、州の統計を管理しているセンターの方の話によると、2010 年の時点で、町内の人
口は 1 万人を超えているだろうとのことである。  
25


















ヴ）の割合は、それぞれ約 4 分の 1 ほどであり、地元民が町に占める割合は下がり続けて
いるといわれている29。  
町の 1 年の行事と気候の変化を記したのが表 2-2 である。日が長い夏時間の季節は観光

















































な活動時間は、午前 10 時から午後 4 時の間だった。5 時になるとレストランとパブを除い
て、ほとんどの店は閉店してしまうからだ。7 時過ぎからは立ち話をする人は減り、足早
に帰宅する人の姿が目立った。代わってカップルがのんびりと散歩をしている。夏なので
9 時半頃まで明るいのだ。それでも午後 9 時に通りのスーパーが閉店すると、人通りはほ
とんどなくなる。午後 11 時頃、閉店したパブ33から帰宅する人の姿がちらほらみられたが、
                                                   
30
 居候していたルビーの家の屋根裏部屋から観察した日と時間帯は次の通りである。2009 年 7
月 20 日：午前 4 時から 9 時、7 月 21 日：午後 10 時 50 分から午前 4 時、午後 7 時 15 分から午




 イギリスの四大大手銀行の支店があるが、営業時間は都市部より短い。  
32
 幼年学校（4～6 歳）、小学校（7～10 歳）、中学校（11～15 歳）。中学校には近くの小さな村
の子供も通っている。  
33















合わせ、牧師と牧師補の 2 人で担当している。カトリック教会は 1 人の神父が担当してい














 義務教育を終えた後、大学（university）に行く前に、16～17 歳の子供が通う教育機関。  
35
 たとえば、ブリストル行きのバスは 1 時間に 1 本で、片道 5.75 ポンド、往復 6.85 ポンド（2011
年 9 月現在）。  
36
 1972 年にイングランドとウェールズの長老派と会衆派が合併して成立したプロテスタント


































































ナ意識国際教会（ISKCON）48の定期的な集まりも 2006 年までの数年間、および 2009 年か
ら 2010 年の 1 年間ぐらい行われていた。ただし年 1 回開かれる、全英からの信者を集めて
の大きな集まりは継続している。2005 年頃まではサイババ49の集まりが、2006～2008 年な















と、西洋禅組合（Western Chan Fellowship）の男性が主催するグループの 2 つがある。  
46








は 3）にあたるが、3 区分のドルイドの歴史的な連続性は学術的には否定されている。  
48
 インド人プラブパーダが始めたヒンドゥー教の一派でハレ・クリシュナ運動としても知られ
る。1966 年にアメリカで協会を設立したため、欧米に信者が多い。  
49
 インド人の宗教家。1960 年代からはインド国外にも信奉者が増加。  
50























2-2 セラピー  
グラストンベリーではマッサージや代替療法も含め、各種セラピーが盛んで、町の中で


















骨療法は無料、それ以外は 10 ポンドだった。保険適用外の私費で受けると、1 回につき、15








でいるからである。2011 年 9 月時点での、町の中心部の店や施設の種類を示したのが表 2-5
である。ここからもわかるように、ネオペイガンのグッズ（7 軒）、アジア諸国のグッズ（4
軒）、パワーストーン（5 軒）、ヒッピー風の衣料品等を売る店（10 軒）、スピリチュアリテ
ィ系書店（4 軒）、ベジタリアンカフェ（6 軒）、セラピーセンター（4 軒）などオルタナテ
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 空き店舗、公共施設や教会、医療関係も「店や施設」の母数に含めたが、住宅は除いた。そ






商品リストを翻訳する形で、表 2-6 を作成した（2013 年 6 月 27 日～29 日調べ）。なお、プライ
バシー保護のため、この店のホームページの URL は引用文献一覧に記載していない。  
55
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2-4 ワークショップと講演会  
それでは、どのようなワークショップや講演会が開かれているのだろうか。表 2-7 は























































る関心が高い［Prince & Riches 2000：94］。有機栽培やフェアトレードの食材を好むだけ
でなく、家畜が倫理的な方法で飼育され、屠殺されているかどうかも気にしている。ある



























いたところにあるヘイゼルの持ち家もそうで、3 つに区切られた 3 階建ての建物の右側部
分である（図 2-7）。1 階には居間、ダイニング、トイレ、台所と貯蔵室があり、階段下に
収納があった。2 階にはシャワーつき浴槽と洗面台とトイレからなるバスルーム、寝室と
小部屋、3 階に 2 つの寝室があった。寝室はいずれも 10 畳ほどあった（図 2-8）。  
 オルタナティヴ・スピリチュアリティに関係する物を豊富にもっているオルタナティヴ
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 国際クリシュナ意識教会の人々が、ときどき歌って踊りながら、町で無料配布している。  
59
 西洋医学への不信感からイギリスで代替療法が盛んになり始めたのは、ニューエイジへの関
心が高まっていた 1960 年代後半以降だといわれる［Chryssides 2000：63、Rose 2000：70］。一
部の代替療法については、政府の認可により信頼性が増し、また保険適用により安価に利用で
きるようになったため、一般にも代替療法を利用する動きは広まった。なお、日本では効果が







































ヘイゼルの場合、主な収入源は 2008 年 8 月までは保険会社のパートの事務、それ以降は
アヴァロン島協会の職員としての給与だった。副収入として下宿人である筆者から得てい
た家賃は、光熱費込みで 1 ヶ月あたり 250 ポンド（2006 年）、または 285 ポンド（2008～
2011 年）だった。それから、マッサージの顧客 1 人が 2～3 ヵ月に 1 回訪れていて、1 回 1














































ため、毎週求職者手当てが 65 ポンド支給された。家賃は別に全額支払われ、初めの 13 週
間はさらに 15 ポンド追加されていた。また、給付金受給者は医薬品代も含め、医療費は全
額無料だし、様々なイベントの参加費用や施設の入館料に割引が適用される。筆者の町で
の生活費は、光熱費込みの家賃を除くと、1 週間当たり約 60 ポンド（食費、交通費、雑費）
だったので、この給付金の額で生活していくことは十分可能である。  
さて、グラストンベリーでは失業率と給付金の受給率が高い。失業率は 3.3%と、全国平
均の 2.6%、州平均の 1.7%より高い［Central Somerset Gazette 2006/6/29］。就労可能年齢全
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ていた［青山 1992：222-223］。  
さて、ケルト伝説では、西のほうに死者が復活のときを待つアヴァロンという世界があ
るといわれてきた。そのアヴァロンがグラストンベリーと同一視されるようになったのは、












































4-2 ロマン主義からの再評価  









































めのエネルギーを送る活動が行われていた［Jenkins 2005］。  
18 世紀末から 20 世紀初めにかけての展開をまとめると、国全体での過去への懐旧や神
秘的な事柄への希求という風潮を受けて、イギリス国内では古くから人が暮らし、初期の



























年代後半から 1970 年代前半にかけてのヒッピーの到来期、1980 年代前半の「ニューエイ
ジ・トラベラー」（以下トラベラー66）の到来期、1980 年代以降のオルタナティヴの移住期





1967 年の夏に、アメリカで始まった対抗文化運動から生まれたヒッピーが 5 人やってきた
ことだった［Central Somerset Gazette 1968/9/22］。その中には貴族の娘も含まれていて、彼
らの中に麻薬を使って逮捕された者がいた。その事件が広く報道されたことでグラストン
ベリーの存在や伝説が知られ、その後数年間にわたって、イギリスだけでなく、北米から
もヒッピーが押し寄せることになった。なお、ヒッピーの来訪には、1970 年と 1971 年に










































ンも存在していた（［Frost 1989；Lockley 1976］参照）。  
69
 古代の遺跡は、目に見えないエネルギーの直線上に作られたため、一直線で結ばれるという
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 1977 年に移住してきたオルタナティヴの 1 人でもある、第 3 章で取り上げるキャシー・ジ
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［2006 年 6 月 3 日］  
 
彼は「ニューエイジ産業」をもたらしたオルタナティヴをまさに町の救世主と捉え、「ニュ
ーエイジ産業」は町が生き残る唯一の道だと考えている 74。  
両親から受け継いだレストランを経営しているロイド氏（70 代）も町議員で、2011 年に
は町長を務めていた。彼の一族は少なくとも 200 年以上はこの町に暮らしている。  
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化している。（中略） 観光客からの収入があれば、僕らも売り上げが伸ばせるんだ。  




































































































町のあるセンターでマッサージ師もしている、B&B の経営者である 40 代の女性の言葉
は、良好だが深くない、地元民とオルタナティヴの関係を端的に表していると思う。  
 


































































































































                                                   
76
 イングランド以外でのイングランド国教会の呼称。原語は the Anglican Church、または
Episcopal Church。  
64 
 




































 第 3 章から第 6 章では、ジョーンズが始めた「グラストンベリー女神運動」を、オルタ



































1-1 ネオペイガニズムとフェミニズムの出会いと別れ  






























































象徴の意義について、たとえばクライスト［1982(1979)］は次の 4 点を挙げている。  
 
1、 女性の力を、恩恵を与える自立した力として認める  
2、 女のからだと、その中に表現されるライフ・サイクルを肯定する  
3、 女神を中心とした儀式の中で、意志が積極的に評価されている  
4、 女性の連帯と遺産を再評価する  
 





































                                                   
79










































































                                                   
80
 米軍による核燃料搭載ミサイルの配備に反対する女性たちの運動で、1981 年に始まり、2000


































































































































た Prince & Riches［2000］では、ジョーンズの始めた女神体系も示唆されているが、ガイ
ア仮説などより一般的なオルタナティヴ・スピリチュアリティの文脈での女神への言及の
ほうが目立つ。Bowman［1993］では、グラストンベリーの地形に対する数ある視点のう
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 2002 年以降は 5 日間、2013 年からは 6 日間と期間は徐々に延びている。また、筆者が調査
した 2006 年と 2008 年～2010 年の 4 年間の参加人数はいずれも 200 人前後だった。  
83
 第 4 章第 2 節参照。  
84









































3-2 女神の輪  
ここでは、ジョーンズ独自の女神のコンセプトを、主女神と女神体系の創出に分けて示
していく。初めに現在のグラストンベリー女神運動で主女神とされている「アヴァロンの
女神（Lady of Avalon）」についてみていく。  
ジョーンズは、Lady of Avalon が、アーサー王伝説を女性の視点から書き直した、ブラ
ッドリーの小説『アヴァロンの霧』［1988-1989(1982)］の中で大女神に仕える女司祭の称
号とされていることに触れたうえで、後世、女性が女神や女神の生まれ変わりだとされる
文化があることを引き合いに出しながら85、Lady of Avalon も女神だと主張する86［Jones 





ジョーンズの処女作 The Goddess in Glastonbury には、アヴァロン島が女神の故郷である
と漠然と記されているだけで、アヴァロンの女神は登場せず、焦点はむしろギリシャ、中








なる母女神と位置づけた「アナ（Ana）」を登場させている［Jones 2006：33］。  
グラストンベリーの土地の女神として初めて登場するのは、「9 人のモーガン（Nine 
Morgens）」87である。9 人のモーガンは、12 世紀に編纂された「マーリン物語」というイ
                                                   
85
 例として、女神タラの化身とされる、チベットに嫁いだ唐の皇女、文成公主や、泉の水・妊
娠・血統の蜥蜴女神とされる 17 世紀のハワイ王女キア・ワヒニが挙げられている［Jones 2006：
4］。  
86
 本稿で Lady of Avalon をグラストンベリー女神運動の文脈で使われるときは「アヴァロンの
女神」と訳しているのはそのためである。  
87
 ジョーンズによると、9 人は Thisis, Cliton, Thetis, Gliten, Glitones, Moronoe, Mazoe, Tyronoe, 
Morgen la Fay［Jones 2006：30］。しかし、9 人のモーガンの名称は、これ以外にもあるし、人
数も必ずしも 9 人ではない。  
77 
 
ギリスの伝承集に登場する。マーリン物語では、アヴァロンに住む 9 人姉妹、9 人の女司






























                                                   
88
 アヴァロン島に暮らすアーサー王の異父姉として、イギリスでは広く知られている。一般的
にはモーガン・ル・フェイ（Morgen le Fay）と記すが、フランス語の定冠詞で le は男性形であ
るため、ジョーンズは女性形の la を使用している。  
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ラ・フェイが、8 つの方角に 8 人のイギリスの女神と残りの 8 人のモーガン、ケルト暦の 8
つの季節が配置され、東西南北に火、地、水、風が対応させられている90。 
「アナの輪」は 2001 年の著書では、アナの名の改名に伴い、「ブリジット・アナ／ブリ



































女神神殿は 2003 年にメンディップ郡から「信仰の場所（place of worship）」として認可




細い通路をくぐり抜けると、そこが第 2 章 4-3 で触れた「グラストンベリー・エクスピリ
エンス」と呼ばれるエリアであり（第 2 章図 2-6 参照、写真 3-1）、女神神殿もこの一画に
ある。ここには、中庭を中心に、オルタナティヴ・スピリチュアリティ関係のグッズを扱
















































































 女神神殿の説明の仕方についても考えてみる。外の掲示板にあった 5 文のうち、1 番目
と 3 番目は、ジョーンズの考え方に基づく女神神殿についての端的な説明であり、5 番目























































ているのである93［Jones 2006］。  
 







































出されていったのである［Jones 2006：1］。  





















































































































筆者が観察した季節の祝祭 21 回中 16 回は女神の召喚を 1 人以上は男性が務めていた。ま
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 2010 年 9 月 4 日、グラストンベリーの色々な立場の人が集まって議論するというシンポジ
ウムが開かれた。5 つのパネルにつき、3 人ずつが招かれ、そのうちの 1 つが、スピリチュア
リティに関するパネルで、サラや第 2章 5-2で取り上げた合同改革教会の女性牧師が参加した。  
90 
 
関係を保っている。第 2 章第 5 節では、オルタナティヴと地元民が積極的に関わらないこ
とで共存している様子を示したが、本節でみた関係は、オルタナティヴであるグラストン
ベリー女神運動の人々と、地元民とオールドカマーが主体のキリスト教徒の関係であり、
第 2 章で示したのと同様の共存の傾向がみられたともいえる。  
 































しまったみたい。変わったのは 8 年ほど前〔＝2002 年〕かな。その頃、政治性を求め
る女神運動家たちは、グラストンベリーの女神カンファレンスを去っていった。  





























宗教的な実践を生み出していったことを示した。第 3 節と第 4 節でその概要を示したグラ














































て彼女がスピリチュアルな人に思えてしまったのだろう。第 6 章第 4 節でも述べるが、私
はグラストンベリー女神運動に携わる人々と接していく中で、彼らが女神の実在を信じて
いると確信できたことがあまりなかった。それだからこそ、ジョーンズの姿はなおさら新
鮮だったのかもしれない。なお、この点については、第 7 章第 2 節でもう一度考える。  



























































【2010 年 2 月 27 日 アヴァロンの女神に捧げる祝祭】 
 



























初めに、グラストンベリー女神運動への関わり方にみられる 3 種類のパターン、2010 年
時点で積極的に参加していた人たちの属性、および運営のされ方を検討していく。  
 









だが、3 年間で正式に修了する。ただし、3 年続けて受講しなくてもいいし、3 年目まで受



























「一時的な参加者」と 3）の「積極的な参加者」を考察の対象としていく。  









































































1-2 参加者の属性  
ここでは、性別、同性愛者、年齢、居住地、人種、学歴、収入源、ライフスタイルにつ
いてみていく。なお属性のうち、居住地と収入源については、第 5 章の分析に用いている。  
グラストンベリー女神運動の 1 つの特徴は、第 3 章 4-1 で述べたように、女神運動のわ
りに男性が多いことである。実際、積極的に参加している 119 人中男性が 19 人と全体の










だと思われる。なお、男性から女性に転換したトランスジェンダーが 1 人いた。 
表 4-2 は、表 4-1 で挙げた人々のうち、全体、全プリーステス、グラストンベリー在住
全プリーステスの年齢の一覧表である。10 代のプリーステスがいないのは、プリーステ
























ンダからの 6 人が高い（表 4-3）。  
人種は 4 人以外全員白人である。白人でない 4 人はいずれもカリブ・アフリカ系女性で、
100 
 
ロンドン在住者が 2 人、シカゴ在住のアメリカ人が 1 人、パリに暮らすフランス人が 1 人
である。学歴は、判明した 64 人のうち、博士課程修了 4 人、修士課程修了 7 人、大学103卒
業 34 人、看護学校卒業 5 人、大学と看護学校卒業 4 人、大学未進学者 10 人である。また、
学歴不明者のうち、5 人は 17 歳未満である。つまり、看護学校も含めれば、18 歳以上の














第 1 章 3-4 で述べたように、女神運動に携わる人々も収入源を明かしたがらず、特に給
付金受給者は、全く、またはほとんど収入にならない、自分がしていることを職業とする
傾向があった。先述の給付金受給者たちの場合、看護師（2 人）、アーティスト（1 人）、病
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 プリーステス・トレーニング受講者を優遇したり、第 3 章 3-2 で示したようなアヴァロン



















祝祭はケルト暦の大晦日とされるソーウィン（10 月 31 日）に始まり、ユール／冬至（12
月 21 日/22 日）、インボルク（2 月 1 日）、オスターラ／春分（3 月 20 日/21 日）、ベルテー
ン（4 月 30 日）、リーサ／夏至（6 月 21 日/22 日）、ラマス／ルナサ（8 月 1 日）と続き、












グラストンベリー女神運動の季節の祝祭に、筆者は表 4-6 のように合計 21 回、参与観察
を行った。そのうち、ボランティアのメリッサとしては 8 回参加し、儀式の手伝いをした。
さらにその 8 回のうち、祝祭前の打ち合わせには 4 回、打ち合わせ後の昼食会と散歩には、



















降の人で、8～9 人必要である。人数が流動的なのは、第 3 章 3-2 で示したように、ジョー
ンズの女神体系では、8 つの方角と中央を合わせて 9 人の女神がいて、希望者が少ないと
きは、その季節の女神と中央の女神（アヴァロンの女神）を同じ人が呼び出すので 8 人、

































ここでは 2010 年の春分の日の事例から、その様子をみていこう（写真 4-2）。なお、参






































2-2 女神会館の空間構成  
第 3 章 4-2 で手に入れるまでの一部始終を記した、会場である女神会館は、中心部を少
















































































































































































































リーで開かれている季節の祝祭」の 1 つとみてやってきている。  
グラストンベリー女神運動になじみが薄い後者のような人々がいるのに、儀式の前や最































































































































































表 5-1 は、2010 年の時点でのグラストンベリー女神運動の催し物等の運営を担当した人
とその人たちの居住地の一覧である。グラストンベリーと周辺在住者はのべ 25 人、それ以
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なお、プリーステスのうち、かなり詳しい話を聞いたのは 16 人である。2009 年以降に
引っ越してきた 5 人を選んだのは、筆者の調査時期と重なり、引っ越してからの変化の様
子を観察しやすかったからである。比較のため、引っ越さない人、引っ越せない人、出て

























といえる。しかし、第 2 章 1-2 と 3-3 でも説明したように、失業率が全国平均より高いグ
ラストンベリーにあって、地元で良い条件の雇用先を見つけることは容易ではない。  
 















2-1 夫の死後、引っ越したエマ （50 代、元事務員、西ミッドランド地方出身）  
         ［2010 年 6 月 8 日］  
「あら、うちの隣に住んでいたの？」互いに顔見知りではあったが、初めてエマと話を























ストンベリーに立ち寄った。1999 年のことだった。  
 












































































 この当時、女神カンファレンスは処女、恋人、母、老婆という女性の 4 相を 1 年毎にテー

















































2-2 離婚後に引っ越したカリン （40 代、法律事務所勤務、オランダ出身）  
          ［2010 年 7 月 18 日］  
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れ合っている。2006 年 2 月にグラストンベリーに来たとき、グラストンベリーが私の
魂にとても近づいて、とても強い感情が湧き出てきた。  
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2-3 再婚して、引っ越してきたスーとトム           ［2010 年 9 月 20 日］ 




















































































































2-4 周辺の町から引っ越したリズ （40 代、自宅での個別指導教師、南東部地方出身）  
        ［2010 年 12 月 15 日］  
























































してくれなかった。（中略） 私は間違っていたんじゃないかって何度思ったことか。  
 
グラストンベリーの家が自宅だと思えるようになったのは、筆者がインタビューをして




































2-5 ロンドン暮らしに満足しているパメラ  
（40 代、元弁護士の専業主婦、アメリカ出身、ロンドン在住） ［2011 年 1 月 20 日］  























































































2-7 町に戻りたくないハリー  
（60 代、アルバイト、西ミッドランド出身、ブリストル在住）  
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 シュメール神話に登場する豊饒の女神。姉エレシュキガルが治める冥界に下るのだが、そ








































































































































































































































事例 1）サラからの女神会館でのイベントのお知らせ  




［2008 年 11 月 9 日 メーリングリスト］  
 
 形容詞的に使われている次の 2 つの「コミュニティ」はどうだろうか。  
 







［2007 年 2 月 3 日 女神神殿のメリッサ連絡帳より抜粋］  
 



















 本章 3-1 参照。  
143 
 
の範囲はこの 3 つの事例とは異なる。  
 








第 2 節と第 3 節で取り上げるポトラック・サパーが始まるきっかけとなった集まりで、
ジョーンズはこの集まりの趣旨を次のように説明した。  
 


































































2-1 話の共有とは  
「話の共有」とは、複数の人々が順番に自分が現在、おかれた状況やそのときの気持ち、
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第 3 章第 2 節で述べたように、ジョーンズは 1980 年代に意識覚醒グループを主催している
ので、その手法を話の共有に取り入れたのだと思われる。  
 
2-2 プリーステスたちの話の共有  
筆者が参与観察をした話の共有の場は、季節の祝祭の打ち合わせの前、ジョーンズが発
案したプリーステス限定のポトラック・サパー、あるプリーステスが始めた女性限定の暗
月の集いの 3 種類で、合わせて 13 回参加した。各集まりがグラストンベリー女神運動の中
でどのように位置づけられていたかは次節で検討するが、それぞれの共有の場における雰
囲気は、個々に分析する必要が感じられるほどには変わらなかった。表 6-1 は筆者が参加









の打ち合わせの前は 1～1.5 時間、ポトラック・サパーと暗月の集いは 2～3 時間だった。





























































［2010 年 1 月 12 日 ポトラック・サパー］  
 























































 これほど深刻な話でなく、いわゆる愚痴も聞かされる。  
 
事例 vi）リズの愚痴  











で悩んでいた。引っ越してきた当初、彼女は筆者の隣の B&B に部屋を長期契約していた。  
 















1 人でいるのがすごく嫌で、とても寂しい。外を 1 人で歩くのはいいんだけど、室内
に 1 人でいるのが耐えられない。（中略） こないだ、〔プリーストの友人である〕
コリンが泊まりに来てくれたとき、家にいるのが自分 1 人でないということが、すご
















事例 viii）孤独な 1 人暮らし 








言っているのに、1 人で暮らしているのよね。  















































立ち寄れる場所はあるが、第 3 章 3-3 で覗いたように、基本的には 1 人での瞑想の場で雑















第 2 節では、ともに過ごす時間をつくるため、話の共有が必要とされていたと指摘した。  



























3-1 続かないポトラック・サパーと暗月の集い  
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これは、2010 年 2 月の半ば頃、カリンがメーリングリストに流したメッセージである。メ

























メルはこの当時、プリーステス・トレーニングの 1 年目を終え、2 年目を始めようとし











った。2010 年 9 月、カリンが始めた活動共有サークルの特別版として開かれたパブでの夕
食会の場でメルは自分の考えを参加者に伝え、集まりの連絡はグラストンベリー在住者専
用のメーリングリストにも流され、10 月の暗月の夜から始まった。  




ルの提案で、この 1 ヶ月の近況と次の 1 ヶ月の抱負について話し、抱負は彼女が記録し、
翌月の集まりのときに達成具合を確認することが決まった。  




































































いるすべての者を個人が招待する形での集まりが増えていったのである。2009 年 11 月～
2011 年 1 月と 2011 年 9 月の間で、そのような集まりは少なくとも 10 件開かれた。そのう
ち、筆者が参加した 6 件の参加人数は表 6-3 の通りで、積極的な参加者の平均参加人数は





























































































しれないと感じた実践は 2 つあった。  











この 2 人はいずれもプリーステス・トレーニングを 3 年目まで受講したプリーステスな
のだが、1 人でいるときの瞑想状態の中で女神と対話することは、プリーステス・トレー
ニング 3 年目の経験に基づいていると思われる。3 年目では、毎日 1～3 回、1 回 25～45
分、瞑想を通して「アヴァロン島」に赴き、「アヴァロンの女神」と対話するという訓練を
9 ヵ月間続けることが求められる。これはヴィジュアライゼーションの一種といえる。こ
の体験についてはエマが「3 年目は、アヴァロンの女神との 1 対 1 の経験ね。すごく深い
経験をした、みんな自分がすごく変わると言っている」と興奮気味に話している場面に一
度立ち会ったことがある。このように、プリーステスたちはプリーステス・トレーニング
の中でアヴァロンの女神との長期にわたる 1 対 1 の対話を通して、本当の自分を発見でき
たなど、自己が変容していくことを感じたと熱っぽく語る。  



































































































 2006 年の夏のある昼下がり、友達（50 代女性、専業主婦）と散歩をしていたことがあっ
た。彼女は、私が文化人類学を専攻していて、その中でもイギリス人を調査対象にしてい
ることを知ると、にっこりと微笑んで、こんな返事を返してくれた。  

























 初めに、話の共有の場や季節の祝祭で筆者がおかれた状況について振り返ってみよう。  
第 3 部 フィールドにおける自己と他者の立ち位置  
165 
 








































続いて第 1 章 3-3 で触れた、インタビューの相手からおごってもらったという行為と第
3 章の終わりに触れたジョーンズから逆に質問された場面をどのように解釈できるか考え


























 もう 1 点、ジョーンズとの場面についても考えてみよう。筆者は彼女からグラストンベ
リーについての考え方をきかれたとき、その答えに対して含み笑いで返されて、恐ろしく
なったと第 3 章の終わりに書いた。彼女に限らず、グラストンベリーに来るまでの経緯や
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 ここで、2006 年の秋分の祝祭における似たようなエピソードを紹介したい（［河西 2008, 
2011］参照）。これは筆者が修士課程のフィールドワークを終え、グラストンベリーを去る























 最後に筆者が「日本人」であることを求められた事例をみてみよう。  















































































































































第 1 節における催し物の場で同じ立場に立つことを求められた状況と、第 2 節における
インタビューの場でインフォーマントからの積極的な働きかけによる能動と受動の逆転現
象が生じたのは、調査者が欧米人か否かとは関係がなく、オルタナティヴ・スピリチュア













して受け入れやすい雰囲気がつくりだされていたといえる。その背景には第 1 節や第 2 節
で挙げたような、共通のアイデンティティに基づく集合体の調査者であれば、欧米人でも
当てはまりそうな状況もあった。その一方で、第 1 章 2-2 でみた酒井［2011］を参考にす



















































的としてきた。最終章となる本章では、第 2 章から第 6 章の記述に基づいて、第 1 章で提
起した問題を検討していく。その後に、第二の目的であった、民族誌を書くことについて、
第 7 章の記述をもとに考察を深めたい。  
 
1、現代のイギリスにおけるオルタナティヴ・スピリチュアリティ  
























































































繰り返しになるが、第 4 章から第 6 章では、共同性を求めつつも避けてしまう、深いレ
ベルでの語りや体験の共有とともに場の共有から生じる軽いレベルでの楽しみに重点をお
く、といった形でのつながりのあり方を提示した。以下ではこの点について、第 1 章 1-4
でのつながりと共同性の議論を踏まえつつ、より一般的な視点から考えてみる。  
第 1 章 1-2 では、ネオペイガンたちがしばしば互いを親族名称で呼び合うという先行研









































































































































点から取り上げた第 7 章をもとに、民族誌の記述スタイルのあり方について考えたい。  































































































































アヴァロンの女神よ 聖なる島の創造主  楽園のりんごの女王  











































それから海外渡航中には、イギリスの開放大学（Open University）の Marion Bowman
先生に公私ともども大変お世話になり、また日本学術振興会の海外派遣事業における
派遣の際、受け入れていただきました。Ronald Hutton 先生（ブリストル大学、イギリ
ス）、Michael York 先生（元バース・スパ大学、イギリス）、Ahmet Arabaci 先生（ファト
ゥー大学、トルコ）、Imre Lázár 先生（カーロリ・ガースパール大学、ハンガリー）、Agita 
Luse 先生（リガ大学、ラトビア）、Hanneke Minkjan 博士（アムステルダム自由大学、オ
ランダ）、Giselle Vincette 博士（エジンバラ大学、イギリス）、Jo Overend 博士（元ウィ
ンチェスター大学、イギリス）、Miguel Farias 博士（オックスフォード大学、イギリス）
の各先生方にもよくしていただきました。その他、2002 年から 2003 年にアメリカのイ
リノイ州立大学シカゴ校に留学していたとき、お世話になった Michael Lieber 先生（元
イリノイ州立大学シカゴ校）、そして Rahul Oka 先生（ノートルダム大学、アメリカ）
と Vania Smith 先生（ノートルダム大学、アメリカ）のご夫妻からはその後も励ましの
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図 2-9 オルタナティヴ・スピリチュアリティ関係の店舗数の変遷 
（筆者の調査に基づき作成） 
 























































































































































































































図 3-2 ブリジット・アナ／ブリタニアの聖なる輪［Jones 2001：35］ 
 
       ＊ここには図示されていないが、中央の女神は Morgan la Fay と 





























      ――女神神殿               
      ――女神会館 
      ――プリーステス・トレーニング 
      ――季節の祝祭、新月のヒーリング等のイベント 
      ――ニュースレター 
      ――ジョーンズのワークショップ 
図 4-1 グラストンベリーの女神運動の運営形態（筆者作成） 
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人口(2001) 8784 11066 10406 24050 9700 ／ ／ 
ｲﾝｸﾞ ﾗﾝﾄﾞ 国教会 2 1 2 1 1 31 38 
メソジスト 1 1 1 2 1 6 12 
合同改革教会 1 1 0 0 0 0 2 
カトリック 1 0 1 0 1 0 3 
バプテスト 0 1 1 1 1 1 5 
クウェーカ  ー 0 1 1 0 0 0 2 
救世軍 0 1 0 0 1 0 2 
ゴスペルホー ル 1 0 0 0 0 0 1 
ペンテコステ* 1 0 0 0 0 0 1 
エホバの証人 1 0 1 0 0 0 2 
合計 8 6 7 4 5 38 68 
 
＊各宗派のホームページ記載のデータをもとに筆者が作成 
＊ペンテコステ派は Midsomerset Community Church というグループ。独自の教会は持たないので、活動
拠点の数を記した 
 
1901  1911  1921  1931  1941  1951  1961  1971  1981  1991  2001  (年) 
(人) 
 XIV 










山車のパレード。この地域に 400 年以上続く伝統行事）、収穫作物のコンテスト 
11 月後半 【どんよりとした日が増えてくる】 
12 月前半 クリスマス・フェア 【雪が降り始める】 
12 月後半 冬至、クリスマス、大晦日 【雪が積もり始める、暗くて寒く、湿気る】 
1 月前半 大掃除 【雪が融けず、暗くて寒く、湿気る】 
1 月後半 ワッセイル（りんご酒を飲みながら踊りなどを楽しむ、この地域の伝統的な祝宴） 
【寒さは続く】 
2 月前半 インボルク 【寒さはまだ続く】 
2 月後半 町民有志の劇 
3 月前半 母の日 【少しずつ明るくなり始める】 











4 月前半 復活祭（年による） 【だいぶ明るくなる、少しずつ暖かくなる】 
4 月後半 ベルテーン 【過ごしやすくなる】 
5 月前半 五月祭、マラソン大会 【暖かく緑がきれい】 
5 月後半 町長就任の日、メガリトマニア（巨石文化愛好家の集い）*1、 
Open Gorsedd（ドルイドの詩や音楽のコンテスト） 【晴れる日が多い】 
6 月前半 【からりと晴れる】 
6 月後半 夏至、グラストンベリー・フェスティヴァル*2、イングランド国教会の巡礼 
【汗ばむような日もある一番暑い時期】 
7 月前半 カトリックの巡礼 【晴れ間が続く】 
7 月後半 Glastonbury Symposium（ミステリー・サークル愛好家の集い）*3 【雨が増える】 
8 月前半 ラマス、女神カンファレンス、Extravaganza（修道院でのコンサート）、Children’s Festival
（子供向けのイベント） 【雨が続き、涼しくなり始める年も】 
8 月後半 Healing Weekend（チャリス・ウェルでの様々なヒーリング体験ができるイベント） 
【涼しくなり始める】 
9 月前半 Tor Fair（移動遊園地）、Pink Picnic（ゲイとレズビアンの集まり） 
9 月後半 秋分、Somerset Art Weeks（芸術作品の展示会） 【急速に日が短くなっていく】 
10 月前半 魔女グッズのマーケット 
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　スピリチュアリティ一般) (7) 図書館と市民助言局 軽食(1)
グッズ(ネオペイガン) (7) 酒と麻薬の相談センター テイクアウト(4) (カレー、ケバブ、中華2)
グッズ(パワーストーン) (5) 雇用促進等の事務所 レストラン(4) (ﾌｨｯｼｭｱﾝﾄﾞﾁｯﾌﾟｽ、伊、印2)




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































種類 曜日／詳細 料金 場所
月曜日
ヨーガ アシュタンガ・ヴィンヤサ・ヨーガ 記載なし カトリック教会の会館
太極拳 禅スタイル太極拳 5ポンド 聖エドモンド・コミュニティ会館
太極拳 太極拳 記載なし ｸﾞﾗｽﾄﾝﾍﾞﾘｰ・レジャーセンター
瞑想 ラマナ・マハラシ瞑想 記載なし(無料) 主催者宅
瞑想 超越瞑想 記載なし(無料) スター・ルーム(GE)
仏教 仏教瞑想とダルマの討論 3ポンド シェキナシュラム(B&B)
ヒーリング NFSHヒーリングセンター 記載なし カトリック教会の会館
ダンス 5リズム 10ポンド 町の公民館
不明 笑いのクラブ 5/3ポンド 古天使ミカエル・センター
火曜日
ヨーガ ヴィンヤサ・フロー・ヨーガ 5ポンド グラストンベリー・ヨーガシャラ
ヨーガ ヘレンとのヨーガ 6ポンド ナナカマド・センター
気功 気功 5ポンド シェキナシュラム(B&B)
仏教 記載なし(無料) 主催者宅
討論グループ グラストンベリー2012研究グループ 記載なし ミラクル・ルーム(GE)
ドラム アフリカのハンド・ドラミング 7ポンド 聖エドモンド・コミュニティ会館
ダンス シャクティ・ダンス 記載なし シェキナシュラム(B&B)
音楽(一般) ライブ 記載なし あるレストラン
音楽(一般) 合唱グループ 記載なし 詳細不明
教育 GLOWとの5-11歳のホームスクールの児童向けの活動 記載なし 聖エドモンド・コミュニティ会館
バザー ビザンティウム・バザール 記載なし(無料) アセンブリー・ルーム
マーケット グラストンベリー・カントリー・マーケット 記載なし(無料) 町の公民館
水曜日
ヨーガ 小さな親しみあるヨーガ教室 記載なし 詳細不明
ヨーガ ヴィンヤサ・フロー・ヨーガ 5ポンド グラストンベリー・ヨーガシャラ
太極拳、気功 太極拳と気功 記載なし メソジスト教会の会館
気功 気功 7ポンド 女神会館
武道 スタヴの武道教室 5/3ポンド カトリック教会の会館
瞑想 超越瞑想 記載なし(無料) スター・ルーム(GE)
セラピー 女性のサイコセラピーグループ 記載なし 主催者宅
ドラム 人生の輪の回りでの聖なる詠唱とシャーマンのドラム 7/5ポンド ミラクル・ルーム(GE)
ドラム シャーマンのドラム 7/6ポンド アセンブリー・ルーム
ダンス ダンス能力：あらゆる能力への創造的な動きとダンス 記載なし 町の公民館
ダンス 無限のリズムのダンス 記載なし 町の公民館
音楽(ｵﾙﾀﾅﾃｨｳﾞ) テゼ共同体の合唱グループ 3ポンド 聖マーガレット・チャペル
教育 GLOWとの5-11歳のホームスクールの児童向けの活動 記載なし 聖エドモンド・コミュニティ会館
教育 森林教室 記載なし 郊外の有機農法の農場
木曜日
ヨーガ ヴィンヤサ・フロー・ヨーガ 5ポンド グラストンベリー・ヨーガシャラ
太極拳 太極拳 記載なし イングランド国教会の会館
瞑想 天使瞑想 記載なし 主催者宅
ヒーリング アンソニーとの銅鑼の音の風呂 記載なし シャンバラ・リトリート(B&B)
ヒーリング クンダリーニ・ヨーガ 8/6ポンド シェキナシュラム(B&B)
ドラム アフリカのハンド・ドラミング 7ポンド 聖エドモンド・コミュニティ会館
ダンス ベリーダンス 5ポンド シェキナシュラム(B&B)
教育 GLOWとの5-11歳のホームスクールの児童向けの活動 記載なし 聖エドモンド・コミュニティ会館
マーケット ブライディ・ヤード有機食品Coop 記載なし(無料) ブライディ・ヤード
不明 男性のクラブ 記載なし 詳細不明
金曜日
ヨーガ シヴァナンダ・ヨーガ 5ポンド シェキナシュラム(B&B)
ヒーリング クリスタルボール・サウンドヒーリング 5ポンド シェキナシュラム(B&B)
ヒーリング 銅鑼の風呂の聖なるヒーリング 5ポンド シェキナシュラム(B&B)
ダンス サークル・ダンス 3.5ポンド カトリック教会の会館
音楽(ｵﾙﾀﾅﾃｨｳﾞ) バジャン 3ポンド シェキナシュラム(B&B)
マーケット ブライディ・ヤード有機食品Coop 記載なし(無料) ブライディ・ヤード
土曜日
ピラティス ピラティス教室 記載なし 聖エドモンド・コミュニティ会館
ヒーリング クンダリーニ・ヨーガ 記載なし 女神神殿
ヒーリング講座 ラケルとのすごいヒーリング初心者コース 記載なし シャンバラ・リトリート(B&B)
教育 森林教室 記載なし 郊外の有機農法の農場
日曜日
ヨーガ 穏やかで統合されたヨーガ 7ポンド シェキナシュラム(B&B)
儀式 ヴェーダの火の儀式 寄付金 シェキナシュラム(B&B)







種類 日にち／詳細 料金 場所
6月1日(火)





チャネリング トニー・サマラとのサットサング 記載なし あるｵﾙﾀﾅﾃｨｳﾞの洋服の店
6月3日(木)
ヒーリング 過去世の探索、ジュディス・ゴールドスミス 70ポンド デイジー・センター(B&B)





ダンス エクスタシー・ダンス 10ポンド カトリック教会の会館





























ダンス、宗教 ダンス・オヴ・ユニヴァーサル・ピース、ﾌｨﾘｯﾌﾟ・ﾀﾝｾﾝ・ｵﾄﾞﾉﾎｰ 12ポンド チャリス・ウェル庭園
6月7日(月)
記念出版会 トニー・サマラとノミ・シャロン 記載なし あるカフェ
シャーマニズム バッファローの講演と祈りのサークル 5/3ポンド あるオルタナティヴ・グッズ
(アジア)の店
ヒーリング グラストンベリー再誕生呼吸法グループ 記載なし 女神会館
瞑想、天使 覚醒しつつある天使の瞑想 5ポンド デイジー・センター(B&B)
6月8日(火)




ヒーリング 銅鑼・ほら貝・ボールのサウンド・ヒーリングのセッション 5ポンド アヴァロン・ルーム(GE)
不明(講演？) この神の事柄を探して、ダレン・ドォージー 5/3ポンド アセンブリー・ルーム
6月9日(水)




不明(講演？) マスターたちの帰還、合法の反乱の講演 7/3ポンド アセンブリー・ルーム
6月10日(木)
ヒーリング クンダリーニ・ヨーガ 7/4ポンド グラストンベリー・ヨーガシャラ
6月11日(金)
シャーマニズム シャーマンの旅サークル 7/5ポンド ミラクル・ルーム(GE)
ダンス トランス・ダンス 10ポンド カトリック教会の会館





自然系のセラピー マリアン・グリーンとの自然の魔術の日 30ポンド アヴァロン・ルーム(GE)















ヒーリング クンダリーニ・ヨーガ 7/4ポンド 女神会館
詩の会 毎月の詩のワークショップ 4/3ポンド アヴァロン図書館
6月16日(水)
















音楽(ｵﾙﾀﾅﾃｨｳﾞ) ニア：精神・身体・スピリットの祝い 10ポンド カトリック教会の会館
天使 天使を集める 5ポンド デイジー・センター(B&B)
演劇(ｵﾙﾀﾅﾃｨｳﾞ) ライセンス(演劇)、ジョナサン・ブラウン 記載なし ブライディ・ヤード
6月19日(土)
ヒーリング クンダリーニ・ヨーガ 7/4ポンド 女神神殿

























気功 深いヒーリングの医学的な気功、19日と20日、バリー・スペンド 記載なし チャリス・ウェルの部屋
6月20日(日)
カンファレンス 神秘的な地球のスピリットのフェア 1ポンド アセンブリー・ルーム
天使－無料開放 天使の称賛、私たちの5日目の開放日 記載なし デイジー・センター(B&B)







音楽(一般) アビー・ハウス、夜のジャズコンサート 12ポンド アビー・ハウス









シャーマニズム バッファローの講演と祈りのサークル 5/3ポンド あるオルタナティヴ・グッズ
(アジア)の店















ヨーガ 献身の心ヨーガ・リトリート 記載なし シェキナシュラム(B&B)
瞑想 満月の瞑想 記載なし(無料)スター・ルーム(GE)









仏教 仏教徒の瞑想実践の日 寄付金 主催者宅
音楽(ｵﾙﾀﾅﾃｨｳﾞ) プジャリとタブラ・トムのキルタン 記載なし シェキナシュラム(B&B)
6月28日(月)
仏教 地球のサンガに触れる－テク・ナト・ハンの伝統を実践する 寄付金 ミラクル・ルーム(GE)
6月29日(火)







種類 のべ回数 場所 数
エクササイズ ヨーガ、ピラティス 9 21 公共施設 町の公民館 4 12
太極拳、気功、武道 7 聖エドモンド・コミュニティ会館 7
ダンス 6 グラストンベリー・レジャーセンター 1
宗教的なもの瞑想 4 6 教会関係 イングランド国教会の会館 1 7
仏教 2 メソジスト教会の会館 1
療法 ヒーリング、セラピー 8 8 カトリック教会の会館 4
アート、創作 音楽(一般) 3 9 聖マーガレット・チャペル 1
音楽(ｵﾙﾀﾅﾃｨｳﾞ) 2 アセンブリー・ルーム 2 30
ドラム 4 グラストンベリー・エクスピリエンス内 4
教育 5 女神神殿、女神会館 2













種類 のべ回数 場所 数
エクササイズ ヨーガ 1 5 公共施設 町の公民館 5 6
気功 1 聖エドモンド・コミュニティ会館 1
ダンス 3 教会関係 カトリック教会の会館 3 8
意識、思想 6 14 グラストンベリー修道院 1
アビー・ハウス 3
聖マイケル・チャペル 1
チャネリング 4 アセンブリー・ルーム 7 48
エコロジー思想 2 グラストンベリー・エクスピリエンス内 7
地球外生命体 1 アヴァロン図書館 1
マヤ・2012 1 女神神殿、女神会館 9
宗教的なもの瞑想 1 21 ナナカマド・センター(アートセンター) 2
瞑想＋天使 2 1
天使 4
仏教 2 シェキナシュラム(B&B) 5
シャーマニズム 5 デイジー・センター(B&B) 9
ネオペイガン 2 ヒーリング・ウォーター(B&B) 1
4 チャリス・ウェル 4
ブライディ・ヤード 2
女神 1 オルタナティヴ系の店 4
女性 女性のからだ 2 2 飲食施設(パブ、レストラン) 2
療法 ヒーリング、セラピー 18 20 主催者宅 1
占い 2 屋外 3
アート、創作 音楽(オルタナティヴ) 4 12 詳細不明 11






























表 3-1 ノラヴァ、ブリタニア、9 人のモーガンの輪（図 3-3）の女神の出典、説明一覧 
 
方
角 女神の名前 出典 出典中での位置づけ、造語の意味 
北
東 
ブリジット Brigit ケルト神話、 
キリスト教の聖女 
ケルト神話の女神、キルダエの聖女 
ブライディ Bridie ブリジットの別名 
カーナベイビー Kernababy 造語 赤ん坊のカー 
東 アーサ Artha 造語 侵略の書に登場する P(artha)lon 族より 
グラーニャ Grainne レンスターの書 コーマック・マク・アート王の娘 
オスターラ Eostre サクソン系 アングロ=サクソンのイースターの女神 
南
東 
リアノン (Le)Rhiannon マビノギオン ダヴェド大公の妻で、馬術に優れる 
オルウェン Olwen マビノギオン 巨人の娘 
エレン Elen マビノギオン 4 世紀のケルト系ブリトン人の長の娘？ 
ブロダイウェズ Blodeuwedd マビノギオン 花からつくりだされた人造人間 
南 ドムヌ Domnu 侵略の書 フォモール神族の女神 
深みの女王 Queen of the Deep 不明（造語?） ドムヌのこと？ 
泉の女神 
Lady of the Spring 
& Wells 
マビノギオン オウァインの妻 






カー Ker 侵略の書 ノアの孫娘セザール（Kersair)より 
穀物の女神 Grain Goddess 不明  
マドロン Madron マビノギオン アヴァラク族の娘 
西 
バンバ Banbha 侵略の書 
トゥアハ･デ･ダナン神族、 
アイルランドの地の女神 
ブリガンティア Brigantia ケルト神話 ケルトの女神。ブリジットの別名ともされる 
アーサ Ertha サクソン系 ドイツ、サクソンの大地の女神 
ガイア Gaia ギリシャ神話 大地の女神 
北
西 
闇の母 Dark Mother 不明  
ケリドゥイン Keridwen マビノギオン テジド・グウェルの妻で、魔術の使い手 
シーラ･ナ･ギグ Sheela na Gig イギリス各地の彫刻 女陰をあらわにした彫刻 
北 ダヌ Danu 侵略の書､マビノギオン トゥアハ・デ・ダナン神族の母神 
アヌ Anu 侵略の書､マビノギオン ダヌの別名 
アリアンロード Arianrhod マビノギオン ダヌの娘 
カリャク Cailleach スコットランドの伝説 スコットランドの冬の女神 
骨の女 Bone Woman 不明  
石の女 Stone Woman 不明  
中
央 
ノラヴァ Nolava  造語 Avalon の逆さ読み 
アヴァロンの女神 Lady of Avalon 小説『アヴァロンの霧』?  
ブリタニア Britannia イギリスの神格化 グレート・ブリテン島の女神 
ブリジット・アナ Brigit Ana 造語 グレート・ブリテン島の女神 
ブリジットの島の
女神 
Lady of the Brigit's 
Isle 
造語 グレート・ブリテン島の女神 
モーガン･ﾗ･フェイ Morgen la Fey アーサー王伝説 アーサーの異父姉 




＊Thisis, Cliton, Thetis, Gliten, Glitones, Moronoe, Mazoe, Tyronoe は、モーガン･ラ･フェイ以外のモーガン。 
 XXXVII 























海外在住 プリーステス 24(2) 28(2) 
オランダのプリーステス 2 
その他(9) 2 

























表 4-2 2010 年グラストンベリー女神運動参加者年齢別一覧 
 
 全体 全プリーステス 
グラストンベリー在住
の全プリーステス 
年代 (人) (%) (人) (%) (人) (%) 
10 代 5 4% 0 0% 0 0% 
20 代 3 3% 2 2% 0 0% 
30 代 22 18% 21 23% 5 17% 
40 代 38 32% 34 37% 12 41% 
50 代 27 23% 20 22% 6 21% 
60 代 21 17% 14 15% 6 21% 
70 代 2 2% 0 0% 0 0% 
不明 1 1% 1 1% 0 0% 





表 4-3 2010 年グラストンベリー女神運動参加者のうち海外在住者の居住地一覧  
＊( )内は、居住国の国籍以外を保持している人の数とその国籍 
 
国名 プリーステス その他 
オランダ 4 人 2 人 (*3)  
ドイツ 3 人 (1 人はイギリス人)  
スウェーデン 2 人  
スペイン 3 人 (1 人はイギリス人)  
イタリア 1 人  
フランス 1 人  
エジプト 1 人 (ハンガリー人) (*2)  
アメリカ 6 人 (1 人はアイルランド人) 1 人 
カナダ 2 人 (1 人はイギリス人) 1 人 (イギリス人) 
アルゼンチン 1 人 (*1)  











表 4-4 主な収入からみる職業別人数  
（ジョーンズとプリーステスの家族を除くグラストンベリー在住者） 
＊セラピストの 3 人は副収入あり 
 
表 4-6 季節の祝祭の筆者の調査状況 ＊●は筆者が該当、または参加したもの 
 
  2005 2006 2006 2006 2006 2008 2009 
  12/20 4/30 6/21 8/1 9/22 7/29 2/1 
  冬至 ﾍﾞﾙﾃｰﾝ 夏至 ラマス 秋分 ラマス ｲﾝﾎﾞﾙｸ 
一参加者として参加 ● ● ● ● ● ● ● 
メリッサとして参加               
打ち合わせ               
打ち合わせ後の昼食会               
昼食会後の散歩               
  2009 2009 2009 2009 2009 2009 2010 
  3/20 4/30 6/20 7/28 10/31 12/21 2/1 
  春分 ﾍﾞﾙﾃｰﾝ 夏至 ラマス ｿｰｳｨﾝ 冬至 ｲﾝﾎﾞﾙｸ 
一参加者として参加     ● ● ●     
メリッサとして参加 ● ●       ● ● 
打ち合わせ           ●   
打ち合わせ後の昼食会               
昼食会後の散歩               
  2010 2010 2010 2010 2010 2010 2011 
  3/20 6/21 8/1 9/22 10/31 12/21 9/23 
  春分 夏至 ラマス 秋分 ｿｰｳｨﾝ 冬至 秋分 
一参加者として参加   ● ●       ● 
メリッサとして参加 ●     ● ● ●   
打ち合わせ ●     ● ●     
打ち合わせ後の昼食会 ●     ● ●     
昼食会後の散歩 ●     ●       
 
 
職業 人数 具体的な内容 ＊( )内の数字は複数いる場合の人数 
会社勤め 4 看護師(2)、法律関係、チャリティ 
自営(一般) 5 衣装製作、ウェブデザイン、個人教師、ドラム講師、庭師 
自営(スピリチュアル) 6 セラピスト(3)、占星術師など、霊媒、フリーペーパー編集 
パート掛け持ち 2 清掃、アイロンがけなど 
主婦 3  
家賃収入＋α 2  
退職、年金 4 現役時代の職業：看護師、医療関係、軍隊など 
給付金 8  
不明 1  
合計 35  
 XL 
表 4-5 2010 年イベントスケジュール 
（個人ではなく、女神神殿として実施し、公に公開されていたもののみ） 
 
日付 イベント 金額 
1 月 2 日 セレモニアル・ヒーリング 最低寄付金 10 ポンド 
1 月 15 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
2 月 1 日 インボルクの祝祭 寄付金 
2 月 14 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
2 月 20 日 セレモニアル・ヒーリング 最低寄付金 10 ポンド 
2 月 27 日 アヴァロンの女神を称える儀式 寄付金 
3 月 13 日 バザー 無料 
3 月 15 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
3 月 20 日 春分の祝祭 寄付金 
4 月 10 日 セレモニアル・ヒーリング 最低寄付金 10 ポンド 
4 月 14 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
4 月 28 日 満月の祝祭と女神の体現 10 ポンド 
4 月 30 日 ベルテーンの祝祭 寄付金 
5 月 14 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
5 月 31 日 セレモニアル・ヒーリング 最低寄付金 10 ポンド 
6 月 12 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
6 月 21 日 夏至の祝祭 寄付金 
7 月 11 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
7 月 28 日～8 月 1 日 女神カンファレンス 予約時期、経済状況による 
8 月 1 日 ラマスの祝祭 寄付金 
8 月 10 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
8 月 21 日 セレモニアル・ヒーリング 最低寄付金 10 ポンド 
9 月 5 日 プリーステス・トレーニング説明会 10 ポンド 
9 月 8 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
9 月 22 日 秋分の祝祭 寄付金 
10 月 7 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
10 月 9 日 セレモニアル・ヒーリング 最低寄付金 10 ポンド 
10 月 31 日 ソーウィンの祝祭 寄付金 
11 月 6 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 
12 月 5 日 新月のヒーリング 最低寄付金 5 ポンド 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 5-2 女神カンファレンスと季節の祝祭の運営者の居住地別人数 
 
  女神カンファレンス 
(2006, 2008, 2009, 2010年の 4回) 
季節の祝祭 
(2005～11 年の合計 21 回) 
グラストンベリーと周辺在住 のべ 52 人(46.4%) のべ 91 人(61.5%) 
それ以外在住 のべ 60 人(53.6%) のべ 57 人(38.5%) 
合計 のべ 112 人 のべ 148 人 
 
 
表 5-3 グラストンベリーと周辺在住者の出身一覧 （単位は人） 
 










グラストンベリー    1  1 
南西部地方 2   2  4 
ロンドン 8  1 1  10 
南東部地方 2  2 1  5 
西ミッドランド地方 4     4 
北西部地方 2     2 
ヨークシャーと 
北リンカンシャー 
1     1 
北東部地方 2     2 
ウェールズ    1  1 
スコットランド    1  1 
海外(イギリス国籍) 1(アルゼンチ
ン、フランス) 
   1(マルタ) 2 
海外(外国籍) 1(アメリカ) 1(オランダ)  1(チェコ)  3 
不明 5    2 7 














年 2009 2010 2010 2010 2009 2010 2010 2010 2010 2010 2010 2010 2010 2011 2010 2010 2010 2010
月日 12/21 3/20 9/22 10/31 11/26 1/12 1/26 2/9 5/17 10/11 10/7 11/6 12/5 1/4 6/3 9/1 9/28 11/3
冬至 春分 秋分 ｿｰｳｨﾝ
プリーステス
1 ｷｬｼｰ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ ◎
7 サラ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
16 ヘレン ● ●
3 エマ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
4 カリン ● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎
21 リズ ● ● ● ● ● ● ●
20 メル ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ●
9 シーラ ● ● ●
●
22 ローズ ● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ● ●
13 トム ● ● ●































































   
   4 つの集まりの平均人数・・・140/18=7.8(人) 
 






















2009/12/21 11 (6, 5) 
2010/3/20 11 (6, 5) 
2010/9/22 12 (9, 3) 








2010/10/7 5 (5, 0) 
2010/11/6 7 (4, 3) 
2010/12/5 8 (6, 2) 








2010/6/3 5 (5, 0) 
2010/9/1 3 (3, 0) 
2010/9/28 9 (9, 0) (*3) 








2009/11/26 10 (7, 3) 
2010/1/12 10 (10, 0) 
2010/1/26 12 (11, 1) (*2) 




2010/5/17 5 (4, 1) 
2010/6/14 キャンセル 
2010/9/13 キャンセル 









表 6-3 パーティへの参加人数  
 
イベント(主役名) (*1) 日づけ 積極的な参加者の参加人数(人) (*2) 全参加人数(人) 
新居お披露目(リズ) 2010/1/17 12 (12, 0) 46(*3) 
新居お披露目(サラ) 2010/10/2 25 (19, 6) 36 
誕生日会(カリン) 2010/6/4 9 (8, 1) 22(*4) 
誕生日会(エマ) 2010/11/19 17 (15, 2) 18 
誕生日会&新居お披露目 2011/9/17 18 (16, 2) 26 

































写真 2-1 魔女グッズ店の一角         写真 2-2 魔女グッズ店とたたずむ魔女の店員 
 
      
写真 2-3      写真 2-4 ネイティヴ・アメリカン風  写真 2-5 パワーストーンつかみとり 
車用ステッカー           アクセサリー 
 
  




写真 2-8 魔女グッズ店のショーウィンドー  写真 2-9 パワーストーンの店 
 
      
写真 2-10 魔女グッズ店の 写真 2-11 ヒーリング・センターの  写真 2-12 タトゥーの店の看板 
立て看板            立て看板              
 
    




写真 3-1 グラストンベリー ･エクスピリエンス (2011/9/29)  写真 3-2 女神神殿外観 (2011/9/10) 
                           
                      写真 3-4 アヴァロンの女神の絵と人形 (2009/12/21) 
     
写真 3-5 冬至の右の祭壇 (2009/12/21)      写真 3-6 冬至の左の祭壇 (2009/12/21) 
 
写真 3-3 ベルテーンの女神神殿右方全景 (2010/5/23) 
 XLIX 
     
写真 3-7 床の冬至の祭壇 (2009/12/21)  写真 3-8 9 人のモーガン (2010/3/20) 
         
写真 3-9 登録証明書(2008 年 8 月)      写真 3-10 物品販売コーナー (2009/6/25) 
  
写真 3-11 ハイ・ストリートを行く (2010/8/1)  写真 3-12 チャリス・ウェルに立ち寄る 
                   (2009/8/2) 
 L 
  
写真 3-13 トールの頂上へと向かう (2006/8/6)    写真 3-14 女神と男性陣 (2009/8/2) 
                     
                         写真 4-2 春分のお散歩 (2010/3/20) 
  
写真 4-3 インボルクの式の直前の様子 (2010/2/1) 写真 4-4 女神会館の外観 (2009/6/16) 
 






写真 4-5 インボルクの正面兼水の祭壇 (2010/2/1) 写真 4-6 インボルクの火の祭壇 (2010/2/1) 
 
   
写真 4-7 インボルクの地の祭壇 (2010/2/1)   写真 4-8 インボルクの風の祭壇 (2010/2/1) 
 
  
写真 4-9 ブライディ・クロス作り (2010/2/1)   写真 4-10  ブライディ・クロス完成品 (2010/2/1) 
 
※ 撮影は全て筆者 
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ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
系
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
運
営
す
る
団
体
。
後
の
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
島
協
会
。
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
島
I
s
l
e
 
o
f
 
A
v
a
l
o
n
ケ
ル
ト
伝
説
で
西
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
魔
法
の
島
。
死
者
が
復
活
の
と
き
を
待
つ
と
さ
れ
る
。
現
実
の
世
界
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
島
協
会
I
s
l
e
 
o
f
 
A
v
a
l
o
n
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
系
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
運
営
す
る
団
体
。
ヘ
イ
ゼ
ル
が
一
時
、
代
表
を
務
め
て
い
た
。
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
図
書
館
L
i
b
r
a
r
y
 
o
f
 
A
v
a
l
o
n
秘
教
思
想
関
連
書
籍
を
集
め
た
私
設
図
書
館
。
1
9
8
8
年
開
館
。
『
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
の
霧
』
T
h
e
 
M
i
s
t
 
o
f
 
A
v
a
l
o
n
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
を
女
性
の
視
点
か
ら
描
い
た
小
説
。
多
く
の
女
神
運
動
の
実
践
者
の
愛
読
書
。
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
の
女
神
L
a
d
y
 
o
f
 
A
v
a
l
o
n
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
女
神
運
動
の
主
女
神
。
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
･
ル
ー
ム
A
s
s
e
m
b
l
y
 
R
o
o
m
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
開
か
れ
て
い
る
町
の
集
会
所
。
ア
リ
ア
ド
ネ
A
r
i
a
d
n
e
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
、
ク
レ
タ
島
の
王
女
。
迷
宮
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
怪
物
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
を
退
治
し
に
来
た
テ
セ
ウ
ス
を
助
け
る
。
ア
リ
ア
ン
ロ
ー
ド
A
r
i
a
n
r
h
o
d
マ
ビ
ノ
ギ
オ
ン
に
出
て
く
る
運
命
を
司
る
女
神
。
ア
リ
マ
テ
ア
の
ヨ
セ
フ
J
o
s
e
p
h
 
o
f
 
A
r
i
m
a
t
h
e
a
キ
リ
ス
ト
を
十
字
架
か
ら
下
ろ
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
聖
人
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
死
後
、
聖
杯
を
も
っ
て
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
に
や
っ
て
き
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
初
の
教
会
を
つ
く
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
暗
月
の
集
い
D
a
r
k
 
M
o
o
n
 
G
a
t
h
e
r
i
n
g
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
女
神
運
動
の
中
で
、
2
0
1
0
年
1
0
月
か
ら
始
ま
っ
た
集
ま
り
。
意
識
覚
醒
グ
ル
ー
プ
c
o
n
s
c
i
o
u
s
n
e
s
s
 
r
a
i
s
i
n
g
 
g
r
o
u
p
1
9
6
0
年
代
後
半
の
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
が
よ
く
取
り
入
れ
て
い
た
手
法
。
定
期
的
に
、
個
人
が
自
分
の
体
験
や
感
情
を
語
り
、
他
者
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
意
識
の
改
革
を
目
指
そ
う
と
す
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
C
h
u
r
c
h
 
o
f
 
E
n
g
l
a
n
d
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
(
女
)
王
を
長
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
で
は
ア
ン
グ
リ
カ
ン
(
A
n
g
l
i
c
a
n
)
、
ま
た
は
聖
公
会
と
し
て
知
ら
れ
る
。
イ
ン
セ
ン
ス
i
n
c
e
n
s
e
乾
い
た
ハ
ー
ブ
を
混
ぜ
た
も
の
。
燃
や
し
て
香
り
を
楽
し
む
。
イ
ン
ボ
ル
ク
I
m
b
o
l
c
2
月
1
日
。
ブ
リ
ジ
ッ
ト
の
日
。
冬
が
終
わ
り
、
春
に
な
っ
て
い
く
、
つ
ま
り
生
命
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
祝
う
。
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
v
i
s
u
a
l
i
s
a
t
i
o
n
瞑
想
を
し
な
が
ら
、
頭
の
中
で
何
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
。
イ
メ
ー
ジ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
よ
う
な
も
の
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
的
な
物
語
の
語
り
や
ド
ラ
ム
の
音
を
聞
き
な
が
ら
行
う
こ
と
が
多
い
。
ウ
イ
ッ
カ
W
i
c
c
a
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
が
、
魔
女
と
さ
れ
る
老
女
か
ら
集
め
た
民
俗
学
的
な
知
識
と
自
ら
の
オ
カ
ル
ト
趣
味
を
融
合
さ
せ
て
創
り
出
し
た
、
今
日
も
っ
と
も
よ
く
広
が
っ
て
い
る
魔
女
術
。
少
人
数
の
集
団
で
行
う
儀
式
を
重
視
す
る
。
ウ
ェ
ア
リ
ー
オ
ー
ル
の
丘
W
e
a
r
y
a
l
l
 
H
i
l
l
ア
リ
マ
テ
ア
の
ヨ
セ
フ
が
聖
な
る
山
査
子
を
植
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
丘
。
こ
の
山
査
子
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
復
活
祭
の
時
期
に
花
を
咲
か
す
こ
と
で
有
名
だ
が
、
2
0
1
0
年
1
2
月
、
何
者
か
に
よ
っ
て
切
り
倒
さ
れ
、
大
騒
動
に
な
っ
た
。
L
I
V
オス
タ
ー
ラ
O
s
t
a
r
a
春
分
。
新
し
い
生
命
の
始
ま
り
、
つ
ま
り
草
木
が
芽
吹
き
な
ど
を
祝
う
。
ガ
イ
ア
仮
説
(
ガ
イ
ア
理
論
)
G
a
i
a
 
h
y
p
o
t
h
e
s
i
s
 
(
G
a
i
s
 
t
h
e
o
r
y
)
1
9
6
0
年
代
に
科
学
者
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
･
ラ
ヴ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
説
で
、
地
球
が
1
つ
の
生
命
体
(
有
機
体
)
の
よ
う
に
自
己
調
節
の
能
力
を
も
っ
て
い
る
と
み
な
す
。
活
動
共
有
サ
ー
ク
ル
A
c
t
i
v
i
t
y
 
S
h
a
r
i
n
g
 
C
i
r
c
l
e
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
女
神
運
動
の
中
で
、
2
0
1
0
年
5
月
か
ら
始
ま
っ
た
集
ま
り
。
季
節
の
祝
祭
s
e
a
s
o
n
a
l
 
f
e
s
t
i
v
a
l
ケ
ル
ト
暦
に
基
づ
く
、
6
～
7
週
間
ご
と
の
年
8
回
の
お
祝
い
。
給
付
金
b
e
n
e
f
i
t
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
る
生
活
費
。
年
金
等
も
含
ま
れ
る
が
、
通
常
は
日
本
で
い
う
生
活
保
護
費
を
指
す
。
巨
石
文
化
m
e
g
a
l
i
t
h
i
c
 
c
u
l
t
u
r
e
一
般
的
に
は
、
新
石
器
時
代
の
大
き
な
石
で
作
ら
れ
た
建
造
物
の
こ
と
を
指
す
。
作
ら
れ
た
目
的
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
く
、
謎
と
神
秘
の
イ
メ
ー
ジ
が
ま
と
わ
り
つ
く
。
グ
ウ
ィ
ナ
ッ
プ
ナ
ド
G
w
y
n
 
a
p
 
N
u
d
d
ト
ー
ル
の
下
に
暮
ら
す
と
さ
れ
る
妖
精
王
。
9
人
の
モ
ー
ガ
ン
N
i
n
e
 
M
o
r
g
e
n
s
1
2
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
「
マ
ー
リ
ン
物
語
」
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
伝
承
集
に
登
場
す
る
9
人
姉
妹
の
妖
精
た
ち
。
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
女
神
運
動
で
は
女
神
と
さ
れ
て
き
た
。
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
･
エ
ク
ス
ピ
リ
エ
ン
ス
G
l
a
s
t
o
n
b
u
r
y
 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
町
の
中
心
部
に
あ
る
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
関
係
の
店
を
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
れ
た
複
合
施
設
。
コ
ッ
ペ
ヤ
ン
が
始
め
、
テ
イ
ラ
ー
が
軌
道
に
乗
せ
た
。
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
修
道
院
G
l
a
s
t
o
n
b
u
r
y
 
A
b
b
e
y
中
世
に
大
繁
栄
を
誇
っ
た
。
町
の
中
心
に
そ
の
跡
が
残
る
。
(
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
・
)
ト
ー
ル
G
l
a
s
t
o
n
b
u
r
y
 
T
o
r
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
の
郊
外
の
丘
。
頂
に
塔
を
い
だ
く
町
の
シ
ン
ボ
ル
。
頂
上
か
ら
は
辺
り
一
帯
の
平
原
が
見
晴
ら
せ
て
、
と
て
も
心
地
よ
い
。
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
･
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
G
l
a
s
t
o
n
b
u
r
y
 
F
e
s
t
i
v
a
l
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
野
外
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
。
(
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
)
女
神
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
(
G
l
a
s
t
o
n
b
u
r
y
)
 
G
o
d
d
e
s
s
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
年
1
回
の
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
女
神
運
動
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
。
(
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
)
女
神
神
殿
(
G
l
a
s
t
o
n
b
u
r
y
)
 
G
o
d
d
e
s
s
 
T
e
m
p
l
e
ジ
ョ
ー
ン
ズ
創
設
の
女
神
を
祀
る
場
所
。
独
立
し
た
建
物
で
は
な
く
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
･
エ
ク
ス
ピ
リ
エ
ン
ス
内
の
建
物
の
一
部
屋
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ズ
農
場
G
r
e
e
n
l
a
n
d
s
 
F
a
r
m
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
の
郊
外
に
あ
っ
た
農
場
。
1
9
8
5
年
頃
、
ト
ラ
ベ
ラ
ー
の
溜
ま
り
場
と
な
る
。
グ
レ
ナ
ム
･
コ
モ
ン
G
r
e
e
n
h
a
m
 
C
o
m
m
o
n
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
に
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
基
地
が
あ
る
町
。
1
9
8
0
年
代
、
女
性
た
ち
に
よ
る
激
し
い
反
核
運
動
が
起
こ
っ
た
。
ケ
ル
ト
暦
C
e
l
t
i
c
 
c
a
l
e
n
d
a
r
古
代
ケ
ル
ト
人
が
使
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
暦
で
、
8
つ
の
季
節
に
分
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
8
つ
の
季
節
を
円
で
表
し
た
も
の
は
年
輪
（
w
h
e
e
l
 
o
f
 
t
h
e
 
y
e
a
r
）
と
呼
ば
れ
る
。
合
同
改
革
教
会
(
U
R
C
)
U
n
i
t
e
d
 
R
e
f
o
r
m
e
d
 
C
h
u
r
c
h
1
9
7
2
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
長
老
派
と
会
衆
派
が
合
併
し
て
成
立
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
。
た
だ
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
合
併
し
て
お
ら
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
教
会
は
長
老
派
で
あ
る
。
菜
食
主
義
v
e
g
e
t
a
r
i
a
n
i
s
m
動
物
由
来
の
食
品
を
摂
ら
な
い
。
た
だ
し
、
魚
、
乳
製
品
、
卵
な
ど
、
一
部
は
食
べ
る
人
も
い
る
。
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
田
園
生
活
博
物
館
S
o
m
e
r
s
e
t
 
R
u
r
a
l
 
L
i
f
e
 
M
u
s
e
u
m
昔
の
農
民
の
生
活
に
使
わ
れ
て
い
た
農
機
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
町
に
あ
る
施
設
。
民
俗
資
料
館
に
近
い
。
『
ジ
・
オ
ラ
ク
ル
』
T
h
e
 
O
r
a
c
l
e
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
系
の
イ
ベ
ン
ト
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
。
マ
イ
ク
が
編
集
長
。
L
V
シャ
ー
マ
ン
s
h
a
m
a
n
「
シ
ャ
ー
マ
ン
の
旅
」
と
い
う
言
葉
で
よ
く
使
わ
れ
る
。
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
･
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
文
脈
に
お
い
て
、
こ
の
実
践
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
･
ア
メ
リ
カ
ン
文
化
由
来
の
手
法
と
し
て
、
瞑
想
の
中
で
別
の
世
界
に
旅
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
出
し
、
そ
の
よ
う
な
作
業
を
通
じ
て
自
己
変
容
を
目
指
す
な
ど
、
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ
ー
的
な
側
面
が
強
い
。
巡
礼
者
受
付
セ
ン
タ
ー
P
i
l
g
r
i
m
 
R
e
c
e
p
t
i
o
n
 
C
e
n
t
r
e
テ
イ
ラ
ー
夫
妻
が
始
め
た
、
観
光
案
内
所
。
心
霊
主
義
S
p
i
r
i
t
u
a
l
i
s
m
霊
媒
を
介
し
て
死
者
の
霊
と
交
信
す
る
こ
と
。
水
脈
探
し
d
o
w
s
i
n
g
棒
を
用
い
て
、
地
上
か
ら
地
中
に
あ
る
水
脈
を
見
つ
け
る
こ
と
。
ス
タ
ー
ホ
ー
ク
S
t
a
r
h
a
w
k
女
神
運
動
の
ス
タ
ー
。
ア
メ
リ
カ
人
。
環
境
保
護
活
動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
s
t
o
n
e
 
c
i
r
c
l
e
石
を
環
状
に
並
べ
た
古
代
の
遺
跡
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
南
西
部
地
方
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
ー
州
の
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
や
エ
イ
ブ
ベ
リ
ー
の
も
の
が
有
名
。
ス
ト
リ
ー
ト
S
t
r
e
e
t
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
の
隣
村
。
世
界
的
な
靴
メ
ー
カ
ー
、
ク
ラ
ー
ク
ス
の
本
社
が
あ
る
。
聖
劇
s
a
c
r
e
d
 
d
r
a
m
a
神
話
に
題
材
を
と
っ
た
劇
。
絶
対
菜
食
主
義
v
e
g
a
n
乳
製
品
や
卵
、
蜂
蜜
な
ど
、
動
物
由
来
の
食
品
を
一
切
摂
ら
な
い
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ー
ガ
ン
。
セ
ド
ナ
S
e
d
o
n
a
ア
メ
リ
カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
州
に
あ
る
有
名
な
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
セ
レ
モ
ニ
ア
リ
ス
ト
C
e
r
e
m
o
n
i
a
l
i
s
t
女
神
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
儀
式
を
創
り
出
す
人
々
。
実
質
的
な
運
営
者
と
い
え
る
。
『
セ
ン
ト
ラ
ル
･
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
･
ガ
ゼ
ッ
ト
』
C
e
n
t
r
a
l
 
S
o
m
e
r
s
e
t
 
G
a
z
e
t
t
e
地
元
の
週
間
新
聞
。
主
に
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
と
隣
村
ス
ト
リ
ー
ト
の
事
柄
を
扱
う
。
ソ
ー
ウ
ィ
ン
S
a
m
h
a
i
n
1
0
月
3
1
日
。
死
者
を
弔
う
。
今
で
は
形
を
変
え
て
、
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
と
し
て
祝
わ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
。
地
形
(
風
景
、
景
観
)
l
a
n
d
s
c
a
p
e
丘
や
谷
、
川
や
山
な
ど
、
地
球
上
の
で
こ
ぼ
こ
の
形
。
チ
ャ
リ
ス
・
ウ
ェ
ル
／
聖
杯
の
泉
／
赤
の
泉
C
h
a
l
i
c
e
 
W
e
l
l
,
 
R
e
d
 
S
p
r
i
n
g
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
の
泉
。
鉄
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
水
は
わ
ず
か
に
赤
っ
ぽ
く
、
血
を
薄
め
た
味
が
す
る
。
超
越
瞑
想
(
T
M
)
t
r
a
n
s
c
e
n
d
e
n
t
a
l
 
,
m
e
d
i
t
a
t
i
o
n
口
を
つ
ぐ
ん
で
真
言
を
唱
え
る
な
ど
し
て
、
精
神
的
、
肉
体
的
に
自
己
を
解
き
放
つ
こ
と
を
目
指
す
瞑
想
。
低
所
得
者
用
住
宅
c
o
u
n
c
i
l
 
h
o
u
s
e
低
所
得
者
向
け
の
賃
貸
用
公
営
住
宅
。
払
い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
デ
メ
テ
ル
D
e
m
e
t
e
r
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
豊
饒
の
女
神
。
ペ
ル
セ
ポ
ネ
の
母
で
、
娘
が
連
れ
去
ら
れ
た
と
き
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
、
大
地
に
作
物
が
実
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ベ
ラ
ー
t
r
a
v
e
l
e
r
現
在
で
は
主
に
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
や
バ
ス
な
ど
の
乗
り
物
で
生
活
す
る
人
の
こ
と
を
指
す
。
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
d
r
e
a
m
 
c
a
t
c
h
e
r
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
･
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
実
践
者
に
愛
好
さ
れ
る
、
ク
モ
の
巣
状
に
細
い
ひ
も
を
張
っ
た
輪
に
羽
根
な
ど
を
つ
け
た
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
文
化
の
お
守
り
。
ド
ル
イ
ド
D
r
u
i
d
ケ
ル
ト
人
の
信
仰
ド
ル
イ
ド
教
の
神
官
の
こ
と
。
現
在
み
ら
れ
る
ド
ル
イ
ド
は
、
そ
の
復
興
を
目
指
す
人
々
で
、
主
に
屋
外
で
白
い
ロ
ー
ブ
を
着
て
、
季
節
の
祝
祭
を
祝
っ
た
り
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
N
e
w
 
A
g
e
宗
教
、
医
療
、
食
事
な
ど
、
多
岐
の
分
野
に
わ
た
っ
て
、
規
範
と
さ
れ
て
い
る
や
り
方
と
は
別
の
や
り
方
を
求
め
る
。
直
接
の
起
源
は
、
1
9
6
0
年
代
後
半
に
盛
り
上
が
っ
た
対
抗
文
化
運
動
だ
と
さ
れ
る
。
L
V
I
ネオ
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
N
e
o
p
a
g
a
n
i
s
m
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
の
復
興
運
動
。
新
異
教
主
義
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
話
の
共
有
s
h
a
r
i
n
g
複
数
の
人
々
が
順
番
に
自
分
の
思
い
を
率
直
に
語
り
、
他
の
人
は
そ
の
話
に
た
だ
耳
を
傾
け
る
こ
と
。
B
&
B
b
e
d
 
a
n
d
 
b
r
e
a
k
f
a
s
t
イ
ギ
リ
ス
で
よ
く
み
ら
れ
る
、
自
宅
の
一
部
を
改
築
し
た
朝
食
つ
き
の
宿
泊
施
設
。
秘
教
思
想
e
s
o
t
e
r
i
c
i
s
m
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
展
し
た
、
自
然
の
中
の
潜
在
力
を
認
め
、
そ
こ
に
操
作
的
に
関
与
す
る
こ
と
で
自
ら
を
変
容
さ
せ
る
よ
う
な
術
と
知
識
。
ヒ
ッ
ピ
ー
h
i
p
p
y
1
9
6
0
年
代
後
半
に
出
現
し
た
、
既
成
の
価
値
観
や
規
範
を
拒
否
し
た
人
々
。
し
ば
し
ば
幻
覚
剤
を
使
用
し
て
い
た
。
ピ
ル
ト
ン
P
i
l
t
o
n
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
･
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
る
村
の
名
前
。
行
政
的
に
は
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
で
は
な
く
、
シ
ェ
プ
ト
ン
･
マ
レ
ッ
ト
に
属
す
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
F
a
c
e
b
o
o
k
世
界
最
大
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
･
サ
ー
ビ
ス
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
魔
女
術
f
e
m
i
n
i
s
t
 
w
i
t
c
h
c
r
a
f
t
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
魔
女
術
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
新
し
い
宗
教
的
実
践
。
近
年
で
は
こ
の
名
称
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ブ
ラ
イ
デ
ィ
B
r
i
d
i
e
ケ
ル
ト
神
話
の
女
神
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
女
。
ブ
リ
ジ
ッ
ト
の
別
名
。
ブ
ラ
イ
ド
の
塚
B
r
i
d
e
'
s
 
M
o
u
n
d
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
の
野
原
。
ブ
リ
ジ
ッ
ト
来
訪
伝
説
が
あ
る
。
プ
リ
ー
ス
テ
ス
、
プ
リ
ー
ス
ト
P
r
i
e
s
t
/
e
s
s
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
女
神
運
動
の
プ
リ
ー
ス
テ
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
受
講
者
、
受
講
修
了
者
の
名
称
。
プ
リ
ー
ス
テ
ス
･
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
P
r
i
e
s
t
e
s
s
 
T
r
a
i
n
i
n
g
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
女
神
運
動
の
講
座
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
女
神
体
系
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
自
己
変
容
を
目
指
す
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ
ー
の
よ
う
で
も
あ
る
。
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
P
a
g
a
n
i
s
m
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
以
外
の
、
多
神
教
的
な
信
仰
の
こ
と
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
つ
て
あ
っ
た
と
さ
れ
る
信
仰
に
限
定
し
て
用
い
て
い
る
。
異
教
主
義
と
も
呼
ば
れ
る
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
カ
フ
ェ
v
e
g
e
t
a
r
i
a
n
 
c
a
f
é
動
物
性
由
来
の
食
べ
物
を
出
さ
な
い
店
。
ペ
ル
セ
ポ
ネ
P
e
r
s
e
p
h
o
n
e
デ
メ
テ
ル
と
ゼ
ウ
ス
の
娘
で
、
冥
界
を
治
め
る
ハ
デ
ス
に
連
れ
去
ら
れ
、
妻
と
な
る
。
ベ
ル
テ
ー
ン
B
e
l
t
a
n
e
4
月
3
0
日
。
女
神
と
男
神
の
結
婚
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
豊
饒
を
祝
う
。
伝
統
的
に
は
焚
き
火
を
た
き
、
そ
の
上
を
飛
び
越
え
る
形
で
祝
う
。
ま
た
柱
を
色
鮮
や
か
な
リ
ボ
ン
で
巻
き
上
げ
て
飾
り
つ
け
て
い
く
メ
イ
ポ
ー
ル
の
ダ
ン
ス
が
開
か
れ
た
り
も
す
る
。
五
月
祭
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
ポ
ト
ラ
ッ
ク
サ
パ
ー
P
o
t
l
u
c
k
 
S
u
p
p
e
r
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
女
神
運
動
の
中
で
、
2
0
0
9
年
1
1
月
か
ら
始
ま
っ
た
持
ち
寄
り
の
夕
食
会
。
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
プ
リ
ン
グ
／
白
の
泉
W
h
i
t
e
 
S
p
r
i
n
g
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
の
泉
。
カ
ル
シ
ウ
ム
分
が
多
く
、
水
は
ほ
ん
の
り
白
味
を
帯
び
て
い
る
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
･
サ
ッ
チ
ャ
ー
M
a
r
g
a
r
e
t
 
T
h
a
t
c
h
e
r
イ
ギ
リ
ス
初
の
女
性
首
相
(
1
9
7
9
-
9
0
)
。
強
硬
な
経
済
政
策
で
知
ら
れ
る
。
い
わ
ず
と
し
れ
た
鉄
の
女
。
ま
じ
な
い
の
輪
M
e
d
i
c
i
n
e
 
W
h
e
e
l
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
文
化
に
あ
る
方
角
と
色
を
対
応
さ
せ
た
輪
。
魔
女
術
W
i
t
c
h
c
r
a
f
t
ネ
オ
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
の
1
つ
。
色
々
な
宗
派
が
あ
る
が
、
も
っ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
ウ
イ
ッ
カ
。
一
方
、
主
に
ハ
ー
ブ
療
法
や
ま
じ
な
い
に
携
わ
る
1
人
で
活
動
す
る
魔
女
ヘ
ッ
ジ
ウ
イ
ッ
チ
も
い
る
。
魔
女
に
は
男
性
も
い
る
。
L
V
I
I
『マ
ビ
ノ
ギ
オ
ン
』
M
a
b
i
n
o
g
i
o
n
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
伝
承
物
語
集
。
マ
ボ
ン
M
a
b
o
n
秋
分
。
収
穫
の
時
期
を
祝
う
。
ミ
ス
テ
リ
ー
･
サ
ー
ク
ル
c
r
o
p
 
c
i
r
c
l
e
小
麦
、
大
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
菜
の
花
な
ど
の
畑
に
、
6
～
8
月
に
出
現
す
る
幾
何
学
模
様
で
、
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
ー
州
に
よ
く
現
れ
る
。
か
つ
て
は
宇
宙
人
の
仕
業
と
さ
れ
た
。
女
神
運
動
G
o
d
d
e
s
s
 
m
o
v
e
m
e
n
t
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
ネ
オ
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
新
し
い
実
践
。
最
近
で
は
宗
教
的
な
傾
向
が
強
い
。
女
神
会
館
G
o
d
d
e
s
s
 
H
a
l
l
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
女
神
運
動
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
建
物
。
元
教
会
の
会
館
。
女
神
学
t
h
e
a
l
o
g
y
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
内
部
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
か
ら
離
れ
、
ネ
オ
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
の
女
神
を
シ
ン
ボ
ル
的
に
取
り
入
れ
た
。
実
践
よ
り
、
思
想
的
な
側
面
が
強
い
。
デ
ィ
レ
イ
（
D
a
l
y
）
に
影
響
さ
れ
た
G
o
l
d
e
n
b
e
r
g
［
1
9
7
9
：
9
6
］
の
造
語
で
あ
る
。
(
女
神
の
)
体
現
e
m
b
o
d
i
m
e
n
t
儀
式
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
、
女
神
の
役
を
す
る
こ
と
。
憑
依
と
は
少
し
違
う
よ
う
。
メ
リ
ッ
サ
M
e
l
i
s
s
a
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
女
神
運
動
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
名
称
。
モ
ー
ガ
ン
･
ル
･
フ
ェ
イ
M
o
r
g
e
n
 
l
e
 
F
e
y
9
人
の
モ
ー
ガ
ン
の
1
人
で
、
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
る
。
ア
ー
サ
ー
王
の
父
違
い
の
姉
と
さ
れ
、
妖
姫
モ
ー
ガ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
。
ユ
ー
ル
Y
u
l
e
冬
至
。
1
年
で
最
も
日
が
短
い
日
。
こ
れ
か
ら
日
が
長
く
な
っ
て
い
き
、
物
事
が
再
生
し
て
い
く
こ
と
を
祝
う
。
ラ
マ
ス
／
ル
ナ
サ
L
a
m
m
a
s
 
/
 
L
u
g
h
n
a
s
a
d
h
8
月
1
日
。
収
穫
の
時
期
の
始
ま
り
を
祝
う
。
リ
ー
サ
L
i
t
h
a
夏
至
。
1
年
で
最
も
昼
間
が
長
い
日
で
あ
る
こ
と
、
収
穫
の
時
期
に
向
か
う
こ
と
を
祝
う
。
リ
ク
レ
イ
ミ
ン
グ
R
e
c
l
a
i
m
i
n
g
ス
タ
ー
ホ
ー
ク
が
始
め
た
グ
ル
ー
プ
。
現
在
で
は
組
織
化
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
以
外
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
リ
ト
リ
ー
ト
r
e
t
r
e
a
t
瞑
想
な
ど
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
こ
と
を
し
て
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
休
暇
の
こ
と
。
り
ん
ご
酒
c
i
d
e
r
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
州
の
名
産
品
の
発
泡
酒
。
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
も
産
地
で
あ
り
、
日
本
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
シ
ー
ド
ル
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
り
ん
ご
の
種
類
に
よ
り
、
甘
い
も
の
も
苦
い
も
の
も
あ
り
、
後
者
の
味
は
ビ
ー
ル
に
似
て
い
る
。
レ
イ
(
ラ
イ
ン
)
l
e
y
 
(
l
i
n
e
)
古
代
の
遺
跡
、
中
世
の
教
会
、
古
代
の
墓
地
、
古
い
泉
、
丘
の
頂
上
な
ど
、
重
要
と
さ
れ
る
場
所
を
結
ん
だ
1
直
線
。
霊
媒
c
l
a
i
r
v
o
y
a
n
t
,
 
m
e
d
i
u
m
心
霊
主
義
に
お
い
て
、
死
者
の
言
葉
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
伝
え
る
人
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
L
V
I
I
I
